山梨県コンクール　三部　優秀賞
おいしさの理由　
北杜市立甲陵中学校一年　
　間瀬　心結　
「いただきます。」そう言ってお弁当箱のふたを開ける。私は、この瞬間のワクワク感がたまらなく好きだ。また、同時に、私に癒しや安らぎも与えてくれる幸せな時間でもある。
私が通う学校の昼食は、毎日家から持っていくお弁当だ。私の母は、毎朝五時に起きて私と高校生の姉のためにお弁当を作ってくれる。私はそのお弁当を通学カバンに入れるとき、「よし！今日も頑張ろう」と気合いが入る。私の通学距離は片道二十キロ以上、電車を使い約一時間かかる。部活の朝練がある日は参加し、午前の授業を受け、正午にはお腹がペコペコだ。さあ、昼の時間がやってきた。同じ班の友達と机をつけ、「いただきます。」をクラスの皆で一斉に言い、お弁当箱のふたオープン。
「やった！今日はハンバーグが入っている。」
「あっ。苦手なピーマンだ・・・。」
思うことは日によって違うが、お弁当のおいしさは変わらない。私は帰宅後キッチンにいる母にお弁当箱を出すとき。毎日この言葉を言う。
｢お弁当ありがとう！おいしかったよ！。｣
すると、母は笑顔で私からお弁当箱を受け取る。
　なぜこんなにもお弁当をおいしく感じるのだろう。主な理由は、二つだと考えた。
　一つ目は、母が手間暇かけてお弁当を作ってくれているからだ。私は家を出るのが毎朝六時半頃なので、それに間に合うように母がお弁当を作るため、毎日おかずの作りおきをする。夜、冷蔵庫を開けると、翌日のお弁当に入れるだろうおかずが、タッパーごと並べられている。私も以前、父と一緒に夕食にカレーとサラダを作ったことがあるが、想像以上に時間がかかったし、疲れたのを覚えている。だから、毎日これを続ける母は、本当に大変だと思う。母の労力と時間などから愛情を感じ、感謝の気持ちで味わうことで、おいしく感じるのだと思う。
　二つ目は、友達と一緒に食べるからだ。小学生のころは、コロナの影響で、皆それぞれ前を向いて黙食孤食の日々が続いた。しかし、今は同じ班の友達と机をつけ、皆で一緒に食べる。すると、
「そぼろ丼、同じだね！。」
「いいなぁ。おいしそう！。」
などお互いのお弁当を見せ合いながら話のきっかけができ、その後の交友関係も広がった。友達と一緒にお弁当を食べることで、食事の時間がより楽しく、満足感も高まった。つまり、私にとって、お弁当は単なる食事だけではなく、愛情を感じたり幸せな気持ちになったりして、心を豊かにしてくれるものなのだ。
　その一方で、心配な出来事もある。新聞やテレビのニュースなどで知った「お米の価格高騰問題」だ。調べたところ、猛暑や長雨、干ばつなどの異常気象によるお米の収穫量が減ったこと、訪日外国人が増えお米の消費量が増えたことなどが原因のようだ。お米の値段は需要と供給で決まるので、一般家庭で購入するお米の価値が上昇し、家計に大きく影響する。そこで政府が備蓄米を出したが、複雑な流通ルートを経由するため、なかなかスーパーの店頭に並ばなかった。私も両親と一緒に買い物に行った時、お米の棚がガラガラなのを見たことを覚えている。そんな中、わが家もようやく備蓄米を購入した。正直なところ、今まで食べていたお米の味と比べて、備蓄米の味はよく分からない。
　私はこのお米の価格高騰が家計への影響の他にどんな影響があるのか調べ、自分にできることを考えていきたい。まずは、おいしいお米が食べられることを、生産者の方々に感謝して、お弁当のお米一粒一粒を大事に残さず食べることから始めようと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

